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これからの日本の道路政策

新たな国土形成計画
「シームレスな拠点連結型国土」の構築

国土幹線道路部会

令和５年７月２８日
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WISENET2050
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道路交通調査体系に関する今後の方針（案）

○ WISENETの実現に向けた道路交通調査体系の構築を推進
○ サービスレベルの観点からも細やかな交通状況の調査を実施

■交通量やETC2.0の
 観測機(常設・可搬型)
 の拡充

「データの取得・蓄積・利活用」の高度化

■ビッグデータを活用
したOD表の作成

■AIによる多様な交通
主体への観測拡大

パフォーマンス・マネジメント

■サービスレベルの現状

xROADの推進・展開

利活用

蓄積

取得
■交通量データ等
のオープン化

■様々なデータを
重ね合わせて分析

■点検DB等の
関連データとも
連携を強化

■データプラットフォームの構築

民間のプローブや空撮データ
とも連携し、GISで情報の一元化
や発信を実施

【道路復旧見える化マップ
(能登半島地震)】

■道路に関連する
データの紹介

特定の時間帯・車線に集中している
交通量を分散し、交通容量を最大限活用

農水産品は地方の産地から
大都市まで運ばれている

・シームレスネットワークの構築 ・技術創造による多機能空間への進化

経済成長・物流強化
地域安全保障の

エッセンシャルネットワーク
交通モード間の連携強化 観光立国の推進 自動運転社会の実現

低炭素で持続可能な
道路の実現

高規格道路がつなぐ拠点人口
により、新たな圏域を創出

空港と市街地を結ぶ高規格道路(松山)

東九州道開通によるモーダルシフト進展

オーバーツーリズムが課題に
ある観光地をデータで分析し、
地域と連携した対策を推進

デジタルツインの活用

車両と道路が協調した自動運転

三陸沿岸道路・国道45号の速度比較

安定した速度で走行できる
高規格道路は、加減速を繰り
返す一般道路より効率が良い

ETC2.0プローブデータ
を活用したOD表

2050年、世界一、賢く・安全で・持続可能な基盤ネットワークシステム（WISENET）の実現
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道路システムのDX「xROAD」の推進（道路関連データの活用拡大）

○道路に関する基礎的なデータを集約し円滑に活用可能にするとともに、各道路管理者等のニーズに合わせて様々な
   データを作成・活用できるようにするツールとして、道路データプラットフォームを構築
○データ活用による道路の調査・整備・維持管理・防災等の効率化・高度化を推進
○データのオープン化による民間利活用・オープンイノベーション等を促進
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活用の方向性(イメージ)

データの作成・可視化

災害時の情報集約・発信

令和6年能登半島地震

道路復旧状況見える化マップ

観光地の渋滞傾向など、

道路のサービスレベルの

可視化基盤の整備

各分野のアプリケーション等開発

確認したい
変状写真 AIが類似画像出力 健全性診断

蓄積されたデータを
活用した点検高度化

例) 道路施設点検DBの
データを活用した
アプリ(開発予定）

オープン化

例) ポータルサイト（構築予定）

道路データプラットフォーム（イメージ）

基
盤
的
デ
ー
タ

基礎的なデータを
日常的に・円滑に

使用する基盤

個別のニーズに合わせ
必要なデータを作り
使う場・共有する場

国土地理院地図

DRM（ネットワークデータ）

道路の属性情報

道路基盤地図情報

動
的

デ
ー
タ

静
的

デ
ー
タ

活用シーンに合わせて
追加するデータ外部データ道路関係データ

ETC2.0 交通量

構造物
諸元

人口
メッシュ

事故
データ

構造物
点検結果

CCTV

・・・ ・・・・・・

API API

API API

API

災害時
通行実績

異常報告
箇所

用途に合わせたアプリケーション等で表示・分析
GISソフトの活用 ・ 専用アプリケーションの開発 等

例) データビューア（作成予定)※ あわせて更新情報をGeoJSON形式で提供

ジオタグ付写真等

ク ロ ス ロ ー ド

各データを座標やDRMパーマネントIDで紐づけ

⚫ 地理空間データとして公開、

API連携等のオープン化

⚫ 「国土数値情報」等のオープン

データサイトとの連携推進
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